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『
部
落
台
帳
』
は
、
’
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
大
阪
府
救
済
課

に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
調
査
対
象
地
域
は
、
大
阪
全
域
の

被
差
別
部
落
（
十
の
都
市
、
五
十
三
の
区
町
村
、
五
十
六
の
地
域
）

（
１
）
 

に
及
ん
で
い
ろ
。
こ
れ
を
現
在
の
部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
四
十
七

支
部
と
対
比
す
る
と
、
下
瓦
屋
支
部
を
除
く
四
十
六
地
域
が
含
ま
れ

て
い
ろ
。
あ
と
の
＋
地
域
は
、
戦
後
の
急
激
な
都
市
化
の
な
か
で

「
解
消
」
し
て
し
ま
っ
た
（
又
は
し
つ
つ
あ
る
）
地
域
で
あ
る
。

調
査
項
目
は
、
次
の
二
十
四
項
目
に
の
ぼ
る
。
た
だ
し
、
地
域
に

よ
っ
て
は
調
査
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
他
の
項
目
と
合
わ
せ
て
記

載
さ
れ
て
い
る
項
目
も
若
干
あ
り
、
五
十
六
地
域
す
べ
て
に
す
べ
て

の
調
査
結
果
が
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

の
の
、
批
判
的
に
利
用
・
分
析
す
れ
ば
、
第
一
次
大
戦
期
・
全
国
水

平
社
創
立
直
前
の
大
阪
の
被
差
別
部
落
の
実
態
を
示
す
一
級
の
資
料

で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

（
１
）
厳
密
に
い
え
ば
、
東
郷
村
と
四
條
村
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
被
差
別

部
落
が
あ
る
ほ
か
、
『
部
落
台
帳
』
で
は
西
中
島
村
に
は
四
つ
の
小
字
、

加
島
村
に
は
一
一
つ
の
小
字
が
被
差
別
部
落
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
五
十
三

区
町
村
・
五
十
九
地
域
と
な
る
。
し
か
し
現
在
で
は
旧
西
中
島
村
は
二
地

域
、
旧
加
島
村
は
一
地
域
と
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
、
計
五
十
六
地
域
と

な
る
。

こ
の
よ
う
に
大
規
模
な
部
落
調
査
が
こ
の
時
期
に
実
施
さ
れ
、

「
部
落
台
帳
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
不

明
な
と
こ
ろ
が
多
い
。
た
だ
一
九
一
八
年
の
「
社
会
と
救
済
』
に

は
、
以
下
の
よ
う
な
一
連
の
記
事
が
み
ら
れ
ろ
。

す
な
わ
ち
、
一
九
一
八
年
の
初
め
に
、
東
京
の
警
視
庁
保
安
部
は

各
署
に
命
じ
て
貧
民
の
戸
口
調
査
を
実
施
し
、
あ
わ
せ
て
次
の
よ
う

（
１
）
 

に
の
べ
て
い
た
。

「
貧
民
の
中
で
最
も
注
意
を
要
す
べ
き
は
部
落
を
為
す
も
の

で
、
（
中
略
）
今
回
の
調
査
を
端
緒
と
し
て
部
落
貧
民
の
台
帳

を
作
り
、
相
当
方
法
を
講
じ
て
一
は
犯
罪
其
の
他
不
詳
事
を
未

一
、
は
じ
め
に

二
、
「
部
落
台
帳
」
編
纂
の
経
緯

「
部
落
台
帳
」
の
分
析

１ 
①
戸
数
・
人
□
、
②
出
生
・
死
亡
、
③
職
業
調
、
④
資
産
調
、
⑤

部
落
領
有
土
地
面
積
、
⑥
共
有
財
産
、
⑦
有
権
者
調
、
⑧
生
活
状
態
、

⑨
低
級
民
状
態
、
⑩
犯
罪
調
、
⑪
衣
服
、
⑫
住
家
、
⑬
道
路
、
⑭
下

水
、
⑮
衛
生
状
態
、
⑯
療
病
機
関
、
⑰
浴
場
、
⑱
飲
料
水
、
⑲
教
育
、

⑳
宗
教
、
⑪
金
融
機
関
、
⑫
風
俗
、
⑳
言
語
、
⑳
改
善
機
関

後
に
も
ふ
れ
る
よ
う
に
、
調
査
項
目
に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も
分
類

の
概
念
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
地
域
に
よ
っ
て
極
端
な
数

値
の
ば
ら
つ
き
が
出
て
き
て
、
統
計
処
理
が
し
に
く
く
な
っ
て
い
る

場
合
も
あ
る
。
ま
た
「
資
産
調
」
は
あ
る
が
「
収
入
調
」
は
な
い
と

い
っ
た
、
調
査
項
目
そ
の
も
の
の
不
備
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の

『
部
落
台
帳
』
の
記
述
（
た
と
え
ば
⑪
衣
服
、
⑳
風
俗
、
⑬
言
語
な

ど
）
に
は
、
き
わ
め
て
差
別
的
な
記
述
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
ろ
。

『
部
落
台
帳
』
に
は
こ
う
し
た
多
く
の
問
題
は
含
ま
れ
て
い
る
も

然
に
防
ぐ
と
共
に
、
｜
は
救
済
事
業
の
資
料
と
し
、
ま
た
直
接

間
接
に
彼
れ
等
の
生
活
を
改
善
せ
し
め
よ
う
と
い
う
方
針
で
あ

る
。
」

こ
の
談
話
も
き
わ
め
て
差
別
的
だ
が
、
当
時
の
警
察
の
関
心
の
所

存
と
、
「
部
落
貧
民
の
台
帳
」
と
い
う
考
え
方
が
す
で
に
こ
こ
に
出

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

大
阪
府
に
、
社
会
問
題
全
般
の
事
務
を
総
括
・
所
管
す
る
救
済
課

（
２
）
 

が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
同
年
六
月
の
こ
と
で
）
の
る
。
課
長
に
は
と
り

あ
え
ず
田
中
新
警
察
部
長
が
就
任
し
た
が
、
追
っ
て
国
立
感
化
院
長

を
つ
と
め
て
い
る
法
学
博
士
の
小
河
滋
治
郎
を
専
任
課
長
（
部
長
待

遇
）
で
迎
え
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
。
同
課
（
三
係
）
の
事
務
と
し

（
３
）
 

て
は
次
の
よ
う
な
内
容
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ろ
。

庶
務
課
》
各
種
の
慈
善
救
済
基
金
救
済
事
業
の
監
督
、
同
調

査
、
研
究
、
寄
付
に
関
す
る
事
業

救
護
係
》
労
働
者
の
福
祉
増
進
、
軍
事
救
護
、
住
宅
及
宿
所
、

飲
食
其
他
家
計
、
職
業
紹
介
、
人
事
相
談
、
感
化
教

育
、
婦
人
救
済
、
児
童
保
護
、
保
健
、
細
民
部
落
改

善
に
関
す
る
事
項

仙
救
係
》
伽
救
、
罹
災
救
助
、
精
神
病
者
行
旅
病
人
の
救
助
、

済
生
会
事
務
、
病
者
の
救
療
慰
籍
、
養
老
、
免
囚
保

護
、
乞
巧
、
浮
浪
者
の
取
締

「
社
会
と
救
済
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
間
も
な
く
大
阪
府
下
の
被

部
落
解
放
研
究
所

近
現
代
史
部
会

研究部
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（
４
）
 

差
別
部
落
の
調
査
を
開
始
し
た
よ
う
で
、
こ
れ
を
ま
と
め
た
１
℃
の
が

『
部
落
台
帳
』
で
あ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
「
大
阪
府
に
て
は

目
下
細
民
部
落
の
状
態
を
調
査
し
つ
つ
あ
り
、
大
体
本
月
中
旬
を
以

て
終
了
を
告
ぐ
ろ
予
定
な
ろ
」
と
あ
り
、
『
部
落
台
帳
』
が
実
際
に

（
５
）
 

調
査
さ
れ
た
の
は
一
九
一
八
年
八
日
型
と
な
る
。

こ
の
月
は
ち
ょ
う
ど
、
全
国
に
米
騒
動
が
お
こ
っ
た
時
で
あ
る
。

（
６
）
 

大
阪
の
米
騒
動
は
八
日
科
九
日
、
西
成
郡
今
宮
町
か
ら
始
ま
り
、
被
差

（
７
）
 

別
部
落
で
は
、
一
八
月
十
一
口
］
に
西
浜
部
落
か
ら
お
こ
っ
て
い
ろ
。

し
か
し
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
「
社
会
と
救
済
』
に
よ
れ
ば
八
月

中
旬
に
は
調
査
が
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
こ
れ
だ
け
大

規
模
な
調
査
が
そ
れ
ほ
ど
短
時
間
に
は
実
施
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
調
査
は
す
で
に
米
騒
動
以
前
か
ら
企
画
さ

れ
、
全
国
的
な
貧
民
台
帳
の
作
成
、
そ
の
中
で
の
被
差
別
部
落
へ
の

（
と
く
に
治
安
対
策
の
観
点
か
ら
の
）
注
目
、
そ
し
て
独
自
に
大
阪

府
の
動
き
と
し
て
は
救
済
課
設
置
と
い
う
流
れ
の
中
で
実
施
さ
れ
た

と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
支
配
者
の
恐
れ
て
い
た
こ
と
が
、
多
数
の
部
落
民

が
米
騒
動
に
参
加
す
る
と
い
う
形
で
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

（
１
）
 

さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
１
ｓ
、
近
代
の
被
差
別
部
落
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
不
可
欠
の
資
料
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
関
係
す
る
部
分
だ
け
が
全
体
か
ら
切
り
は
な
さ
れ
て
使
わ
れ

て
い
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
態
が
相
対
化
さ
れ
て
い
な

い
。
す
な
わ
ち
、
各
地
域
が
、
大
阪
全
体
の
被
差
別
部
落
の
な
か
で

ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
の
か
が
明
確
に
な
ら
ず
、
極
端
に

い
え
ば
〃
自
分
の
地
域
が
、
一
番
ひ
ど
い
実
態
だ
〃
と
考
え
が
ち
で

あ
る
。

ま
た
「
部
落
台
帳
」
を
利
用
し
た
論
文
・
業
績
も
、
数
少
な
い
が

（
２
）
 

あ
る
。
‐
〕
か
し
こ
の
場
合
は
、
大
阪
全
体
を
視
野
に
い
れ
て
い
る
も

の
の
、
た
と
え
ば
職
業
や
教
育
と
い
っ
た
ご
く
限
ら
れ
た
項
目
に
つ

い
て
の
み
検
討
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
大
阪
の
被
差
別
部
落

の
実
態
を
全
体
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
な
お
程
遠
い
。

そ
こ
で
、
今
回
の
分
析
に
お
い
て
は
、
「
部
落
台
帳
』
の
全
項
目

に
つ
い
て
、
全
地
域
Ⅱ
大
阪
全
体
の
被
差
別
部
落
を
検
討
の
対
象
に

す
る
こ
と
に
し
た
（
但
、
本
報
告
の
時
点
で
は
、
ま
だ
全
項
目
に
わ

た
る
分
析
を
終
え
て
い
な
い
の
で
、
中
間
的
な
報
告
に
と
ど
ま
ら
ざ

る
を
え
な
い
）
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
各
項
目
相
互
の
相
関
関
係
（
た
と

え
ば
職
業
調
と
資
産
調
）
の
検
討
が
可
能
と
な
る
し
、
全
国
的
な
一

（
３
）
 

般
統
計
や
部
落
調
査
の
結
果
と
ふ
い
）
対
比
が
可
能
と
な
り
、
大
正
期
の

大
阪
の
被
差
別
部
落
像
が
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
「
警
視
庁
の
貧
民
台
帳
完
成
」
（
『
社
会
と
救
済
』
第
一
巻
第
六
号
、

一
九
一
八
年
三
月
）

（
２
）
「
大
阪
府
に
新
設
の
救
済
課
」
（
同
右
、
第
二
巻
第
三
号
、
一
九
一

そ
の
こ
と
を
通
し
て
、
今
日
の
部
落
解
放
理
論
を
め
ぐ
る
論
争
に

も
、
一
定
の
寄
与
を
し
て
い
き
た
い
。
今
日
の
解
放
理
論
、
と
く
に

部
落
差
別
の
と
ら
え
方
を
め
ぐ
る
論
争
の
根
本
は
、
国
民
的
融
合
論

の
ご
と
く
戦
前
の
部
落
差
別
の
根
拠
を
「
近
代
日
本
社
会
の
前
近
代

的
な
経
済
・
社
会
構
造
や
、
そ
れ
と
深
く
か
か
わ
る
支
配
体
制
・
政

（
４
）
 

策
」
に
求
め
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
封
建
的
身
分
差
別
の
遺
制
が
明

治
以
降
の
資
本
主
義
の
搾
取
と
支
配
の
構
造
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て

（
５
）
 

い
っ
た
、
か
く
し
て
近
代
の
部
落
問
題
に
転
化
し
て
い
っ
た
」
と
み

る
の
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
「
部
落
台
帳
』
の
分
析
に
お
い
て

は
、
た
え
ず
こ
の
点
に
た
ち
か
え
っ
て
み
た
い
。

（
１
）
た
と
え
ば
住
吉
支
部
『
住
吉
部
落
の
歴
史
』
二
九
七
五
年
）
、
松

原
支
部
『
し
ぶ
と
う
、
い
か
ん
と
』
（
一
九
七
六
年
）
、
浅
香
の
歴
史

を
つ
く
る
会
『
浅
香
の
歴
史
と
生
活
②
』
二
九
七
七
年
）
、
平
野
部

落
史
研
究
会
『
や
さ
し
い
平
野
部
落
の
歴
史
』
二
九
七
八
年
）
、
矢

田
部
落
史
研
究
会
『
矢
田
部
落
の
歴
史
」
二
九
七
八
年
）
、
蛇
草
の

歴
史
を
つ
く
る
会
『
蛇
草
に
お
け
る
生
活
と
闘
い
の
歴
史
』
二
九
八

○
年
）
、
東
の
歴
史
を
掘
り
起
す
会
『
島
村
の
歴
史
と
生
活
』
（
’
九

八
二
年
）
、
南
王
子
水
平
社
創
立
六
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
『
吾

等
の
叫
び
』
（
一
九
八
三
年
）
、
加
島
部
落
史
研
究
会
『
あ
あ
解
放
の

旋
高
く
』
二
九
八
三
年
）
な
ど
。

（
２
）
た
と
え
ば
一
一
の
注
（
５
）
で
ふ
れ
た
三
つ
の
文
献
。
そ
の
他
、
八
箇

亮
仁
「
大
阪
『
葉
村
町
、
東
権
現
町
』
の
生
活
と
子
ど
も
」
（
『
大
阪

私
立
短
期
大
学
協
会
研
究
報
告
集
』
第
十
七
集
、
’
九
八
○
年
十
二

と
こ
ろ
で
、
「
部
落
台
帳
」
の
存
在
そ
の
も
の
は
、
今
日
で
は
広

く
知
ら
れ
て
い
ろ
。
た
と
え
ば
、
こ
の
十
年
間
に
は
大
阪
府
下
の
各

部
落
で
は
地
域
の
部
落
史
の
編
纂
が
進
ん
で
い
る
が
、
近
代
の
部
落

史
に
つ
い
て
ふ
れ
た
地
域
で
は
、
ほ
と
ん
ど
「
部
落
台
帳
』
が
引
用

八
年
六
月
）

（
３
）
同
右

（
４
）
「
大
阪
府
下
細
民
部
落
の
教
育
と
衛
生
」
（
同
右
、
第
二
巻
第
五

号
、
一
九
一
八
年
八
月
）

（
５
）
こ
れ
ま
で
『
部
落
台
帳
』
は
、
多
く
一
九
一
七
年
の
調
査
集
計
と
さ

れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
部
落
問
題
研
究
所
『
新
版
・
部
落
の
歴
史
と

解
放
運
動
」
（
’
九
六
五
年
）
一
一
五
三
頁
に
は
「
大
正
六
年
（
’
九
一

七
）
、
大
阪
府
救
済
課
が
調
査
集
計
し
た
」
と
あ
る
。
ま
た
大
阪
市
同

和
問
題
研
究
室
『
大
阪
市
同
和
事
業
史
』
（
一
九
六
六
年
、
復
刻
・
’

九
七
六
年
）
二
五
頁
に
は
「
大
阪
府
救
済
課
で
は
、
大
正
四
・
五
・
六

年
度
に
警
察
の
手
を
通
し
て
部
落
の
実
態
を
調
査
し
た
」
と
あ
り
、
＋

阪
市
教
育
研
究
所
『
部
落
解
放
と
教
育
の
歴
史
』
（
一
九
七
二
年
）
二

五
三
頁
に
も
同
趣
旨
の
記
述
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
出
典
を
明
記
し
て

い
な
い
。

（
６
）
井
上
清
・
渡
部
徹
『
米
騒
動
の
研
究
』
第
二
巻
（
一
九
五
六
年
）
二

二
頁

（
７
）
同
右
、
二
六
頁

三
、
今
回
の
分
析
の
ね
ら
い

要
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①
戸
数
・
人
口

『
部
落
台
帳
』
に
は
一
九
一
五
、
一
六
、
一
七
の
一
一
一
年
間
の
戸
数

・
人
口
（
男
女
別
）
が
記
載
さ
れ
て
い
ろ
。
こ
の
う
ち
一
九
一
五
年

の
一
戸
数
は
一
○
、
一
一
一
三
戸
、
同
年
の
人
口
は
四
七
、
一
一
一
八
一
一
一
人

で
、
そ
れ
ぞ
れ
大
阪
府
全
体
の
戸
数
・
人
□
に
占
め
る
割
合
は
一
・

九
七
％
、
一
・
八
四
％
で
あ
る
。

月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）
比
較
可
能
な
戦
前
の
全
国
的
な
部
落
統
計
と
し
て
は
、
「
特
種
部
落

ノ
戸
数
、
人
口
及
部
落
数
」
二
九
○
七
年
、
『
日
本
庶
民
生
活
史
料

集
成
』
第
二
十
五
巻
）
、
「
全
国
細
民
部
落
概
況
」
二
九
一
七
年
）
、

「
全
国
部
落
概
況
」
二
九
一
九
年
、
河
村
竹
三
郎
『
部
落
の
叫
び
』
）
、

「
部
落
二
関
ス
ル
諸
統
計
」
（
一
九
二
一
年
、
『
日
本
庶
民
生
活
史
料

集
成
』
同
前
）
、
『
全
国
部
落
調
査
』
（
一
九
一
一
一
五
年
）
な
ど
が
あ

る
。

（
４
）
馬
原
鉄
男
「
日
本
の
民
主
主
義
と
部
落
問
題
研
究
の
課
題
」
（
『
部

落
問
題
研
究
』
第
七
六
輯
）
三
○
頁
。
そ
れ
故
に
、
国
民
的
融
合
論
に

よ
れ
ば
「
今
日
部
落
差
別
は
基
本
的
に
解
決
解
消
の
方
向
を
た
ど
っ
て

（
５
）
大
賀
正
行
「
部
落
解
放
研
究
の
当
面
す
る
課
題
」
（
『
部
落
解
放
研

究
』
第
三
四
号
）
二
五
頁
。

四
、
『
部
落
台
帳
」
の
分
析
⑪
Ｉ
人
口
な
ど

い
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
同
前
）
。

閉

一

可
簿
聖
雪
灘
牟
計
鍋

戸
数
別
の
部
落
数
を
示
す
と
（
表
１
）
の
通
り
で
あ
る
。
一
部
落

で
五
百
戸
以
上
も
あ
る
大
部
落
が
一
一
一
つ
も
あ
る
反
面
で
、
十
戸
未
満

の
小
部
落
が
な
い
こ
と
な
ど
、
比
較
的
に
部
落
の
規
模
が
大
き
い
こ

と
が
、
他
府
県
と
違
っ
た
特
徴
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
都
市
ご
と

に
み
ろ
と
、
大
阪
の
な
か
で
も
そ
れ
ぞ
れ
差
異
が
あ
る
。
一
つ
一
つ

の
部
落
の
形
成
の
歴
史
性
を
背
負
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
部
落
差
別
は

そ
の
形
態
に
お
い
て
封
建
遺
制
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

し
か
し
分
析
を
進
め
て
い
く
と
、
そ
の
内
実
は
き
わ
め
て
資
本
主

義
的
な
、
階
級
的
な
矛
盾
と
深
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
け
っ
し
て

「
封
建
的
身
分
差
別
」
が
そ
の
ま
ま
が
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

②
人
口
の
自
然
増
と
社
会
増

『
部
落
台
帳
」
で
は
、
直
接
に
は
人
口
の
流
出
入
に
つ
い
て
調
査

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
①
で
の
べ
た
よ
う
に
三
年
間
の
人
□
数

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
年
ご
と
に
「
出
生
」
「
病
死
」
「
死
産
」

の
数
が
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
「
自
然
増
」
「
社
会
増
」

の
別
が
推
計
で
き
ろ
。
こ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
、
（
表
２
）
で
あ
る
。

こ
こ
で
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
二
年
間
に
限
っ
て
い
え
ば
、
大
阪

の
部
落
の
人
口
増
の
う
ち
自
然
増
（
出
生
マ
イ
ナ
ス
病
死
）
が
占
め

る
割
合
は
三
○
・
七
％
、
社
会
増
（
人
口
増
マ
ナ
ナ
ス
自
然
増
）
は

六
九
・
三
％
を
占
め
て
お
り
、
人
口
増
の
主
た
る
要
因
は
社
会
増
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
ほ
ぼ
予
想
さ
れ
た
通
り
で
あ
っ
た
が
、
数
字
的
に

髄

丑

雲

。、

知

ＬＬ 

Ｅで

蟹

上､、

詫菖国望
← 

‐Ｂ 

ヨ

ヨ

な望

ＣＤ 

卦

ヨ

ヨ

蟹

（ぬ

鵬誌雲
￣ 

￣ 
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澤
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｡､ 

掛目婆
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（
１
）
 

確
認
一
こ
れ
た
の
は
初
め
て
で
あ
ろ
う
。
近
世
の
場
合
、
部
落
の
人
口

増
の
主
な
原
因
は
自
然
増
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
、
同
じ
人

口
増
と
は
い
い
な
が
ら
、
近
世
と
近
代
と
で
は
別
の
法
則
が
は
た
ら

い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
人
口
増
だ
が
、
こ
れ
も
地
域
ご
と
郡
市
ご
と
に
み
て
い
く
と

か
な
り
の
差
異
が
あ
り
、
す
べ
て
の
地
域
で
社
会
増
が
自
然
増
を
上

回
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
（
表
２
）
が
示
す
よ
う
に
、
大
阪
市

と
東
成
・
西
成
両
郡
は
社
会
増
が
自
然
増
を
大
幅
に
上
回
っ
て
お

り
、
こ
れ
が
大
阪
の
部
落
全
体
の
傾
向
を
形
づ
く
っ
て
い
ろ
。
逆
に

一
一
一
島
・
泉
南
の
両
郡
は
社
会
増
も
み
ら
れ
る
が
、
自
然
増
が
上
回
っ

て
い
る
地
域
で
あ
り
、
こ
の
五
都
市
を
除
く
五
郡
に
共
通
し
て
い
る

の
は
、
社
会
増
が
マ
イ
ナ
ス
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大
阪
の

部
落
と
い
っ
て
も
、
人
口
増
の
内
容
は
こ
れ
だ
け
違
う
。
主
に
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
仕
事
、
経
済
的
基
盤
と
の
関
連
で
こ
の
よ
う
な
差
異

（
２
）
 

が
出
て
ノ
、
ろ
、
と
思
わ
れ
ろ
。

ま
た
こ
の
二
年
間
の
人
口
の
増
加
率
は
、
年
平
均
人
口
千
人
あ
た

り
で
実
に
四
七
・
五
人
に
達
し
て
い
ろ
。
同
時
期
（
’
九
一
五
年
か

ら
一
九
二
○
年
ま
で
の
五
年
間
）
の
大
阪
府
全
体
の
人
口
増
加
の
割

合
は
、
や
は
り
年
平
均
に
し
て
人
口
千
人
あ
た
り
二
・
一
一
人
に
す

（
３
）
 

ぎ
ず
、
四
倍
以
上
の
値
を
一
ホ
ー
〕
て
い
ろ
。
こ
の
時
期
い
か
に
急
激

に
、
大
阪
市
内
の
部
落
を
中
心
に
人
口
が
増
加
し
て
い
っ
た
か
が
わ

か
る
。
こ
こ
に
も
「
前
近
代
的
な
経
済
・
社
会
構
造
」
（
馬
原
、
前

表２ 自然増 社会増● 
褐
論
文
）
か
ら
だ
け
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
、
近
代
の
部
落
の
姿
が

あ
る
。

な
お
、
「
部
落
台
帳
」
か
ら
は
こ
れ
以
上
の
人
ロ
移
動
の
内
容
に

つ
い
て
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
九
二
一
年
の
「
部
落
二
関
ス

ル
諸
統
計
」
か
ら
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
に
、
大
阪

の
部
落
に
住
む
者
の
う
ち
本
籍
地
に
住
む
も
の
は
五
五
・
四
％
に
す

ぎ
ず
、
四
四
・
二
％
は
本
籍
地
以
外
の
部
落
に
住
ん
で
お
り
、
部
落

間
相
互
の
人
□
の
移
動
は
か
な
り
激
し
い
こ
と
。
第
一
一
に
、
部
落
に

住
ん
で
い
る
者
の
う
ち
部
落
外
か
ら
の
転
入
者
が
○
・
八
％
あ
り
、

逆
に
部
落
に
本
籍
を
も
つ
者
の
う
ち
一
四
・
八
％
は
部
落
外
に
住
ん

で
お
り
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
部
落
内
外
の
人
口
移
動
が
始
ま
っ
て
い

る
こ
と
。
第
三
に
、
し
か
し
社
会
増
（
こ
の
場
合
は
現
住
人
口
マ
イ

ナ
ス
本
籍
人
口
）
の
大
半
（
九
九
・
一
％
）
は
他
の
部
落
か
ら
の
流

入
で
あ
り
、
ま
だ
部
落
差
別
の
壁
は
き
わ
め
て
厚
か
っ
た
こ
と
、
な

（
４
）
 

ど
で
｝
の
る
。

（
１
）
従
来
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
人
□
増
加
の
原
因
は
自
然
増
で
あ
る
。
た

と
え
ば
山
本
登
「
都
市
部
落
の
人
口
と
家
族
（
住
吉
）
」
（
『
大
阪
の

同
和
問
題
』
第
七
八
号
’
第
八
五
号
、
一
九
六
五
年
）
、
同
「
都
市
部

落
の
人
口
と
家
族
（
加
島
）
」
（
同
前
、
第
九
一
一
号
’
第
一
○
一
号
、

一
九
六
六
’
七
年
）
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
本
籍
人
口
を
も

と
に
し
て
お
り
、
筆
者
自
身
が
い
う
よ
う
に
実
際
の
現
住
人
口
の
推
移

を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

雲
塁

1915年 1916年 合計

人□増
自然
増
社会増 人口増 自然

増
社会増 人口増 自然増 社会増

大阪府 計

男

女

2,650 

816 

1,834 

657 

357 

300 

1,993 

459 

1,534 

1,856 

1,102 

754 

728 

380 

348 

1,128 

722 

406 

4,506 

1,918 

2,588 

1,385（30.7） 

737（38.4） 

648（25.0） 

3,121（69.3） 

1,181（61.6） 

1,940（75.0） 

大阪市 計

男

女

2,110 

704 

1,406 

189 

108 

8１ 

1,921 

596 

ｴ,325 

1,124 

592 

532 

201 

107 

9４ 

923 

485 

438 

3,234 

1,296 

1,938 

390（12.1） 

215（16.6） 

175（9.0） 

2,844（87.9） 

1,081（83.4） 

1,763（91.0） 

東成郡 計

男

女

128 

8０ 

4８ 

2１ 

1４ 

７ 

107 

6６ 

4１ 

１９５ 

106 

8９ 

2３ 

1６ 

７ 

172 

9０ 

8２ 

323 

186 

137 

饗（13.6）

30（16.0） 

14（10.2） 

279（86.4） 

156（83.9） 

123（89.8） 

郡成西 計 7１ 2２ 4９ 

男 3２ 1７ 1５ 

女一

計一男

391 ５ 3４ 

鶚l鶚'三
女’４１１２０１ 2１ 

4５ 1５ 3０ 

3２ ４ 2８ 

1３ '1,’ ２ 

器|署|弓
221531 －３１ 

116 37（３Ｌ９） 79（68.1） 

6４ 21（32.8） 43（67.2） 

5２ 

141 

7８ 

16(30.8)Ｉ 
121（85.8） 

48（61.5） 

36（69.2） 

20（14.2） 

30（30.5） 

6３ 73(115.9） －ｴC(-15.9） 

豊能郡

南河内郡

業業
計’２１４９１ －４７ 

男 ’４１３，’ －２７ 

女’－２１１８１ －２０ 

-151821 －９７ 

－２５ 

１０ 

３４ 

４８ 

－５９ 

－３８ 

541411 1３ 

481251 2３ 

61,61 －１０ 

131 162(123.8） -31(-23.8） 

5２ 79(l5L9） -27(－５Ｌ９） 

7９ ｜函(,０５ﾕ)’ -4(－５．１） 

5６ 90(160.8） -34(-60.8） 

521 56(107. 7)’ －４(－７．７） 

４ 34(850.0)’-30(-750.0） 

中河内郡

北河内郡

計

男

女

計’

2０ 

－９８ 

118 

1５ 

110 

5８ 

５２ 

5２ 

－９０ 

－１５６ 

6６ 

－３７ 

男

女 芸'一二’
－１３ 

－２４ 

5８ 

5３ 

５ 

3１ 

6６ 

4６ 

２０ 

2９ 

－８ 

７ 

－１５ 

２ 

2７ #|砦|器

7８ 

－４５ 

123 

4６ 

176(225.6)’-98(-125.0） 

104(231.1)'-149(-331.1） 

72（58.5） 

81(176.1） 

51（41.5） 

-35(-76.1） 

1５ 

３１ 

40(266.7)’-25(-116.7） 

41(132.3)’-10(-32.3） 

泉北郡

苦'諾
女’ 5６ 

そ'一二二
,7１ 3９ 

8０ 

114 

－３４ 

9３ 

５２ 

４１ 

－１３ 

6２ 

－７５ 

123 

101 

124(100.8)’－１(－０．８） 

66（65.3） 35（34.7） 

2２ 58(263.6)’-36(-163.6） 

泉南郡 計Ｉ 5０ 

男 －５ 

女 5５ 

651 －１５ 

281 －３３ 

371 1８ 

2081951 113 

1241501 7４ 

841451 3９ 

258 160(62.0)’９８(38.0） 
119 78（６５． 5)Ｉ 41（34.5） 

139 82（59.0） 57（４１．０） 
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③
資
産
調

『
部
落
台
帳
』
の
資
産
調
の
項
目
で
は
土
地
所
有
の
規
模
と
資
産

額
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
示
し
た
の
が
（
表
３
）
で
あ

（
１
）
 

ろ
。
表
３
は
、
た
て
軸
に
資
産
の
額
を
、
よ
こ
軸
に
土
地
所
有
の
規

模
を
と
り
、
そ
の
相
関
関
係
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

特
徴
的
な
こ
と
は
、
全
戸
数
の
約
半
数
（
四
七
・
六
％
）
は
一
坪

の
土
地
も
、
一
円
の
資
産
も
持
た
な
い
、
ま
っ
た
く
の
「
無
産
者
」

で
あ
る
。
ま
た
土
地
所
有
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
ま
っ
た
く
土
地
を
も

た
な
い
者
の
割
合
は
、
八
○
％
を
こ
え
て
い
ろ
。
こ
う
し
た
数
値

が
、
は
た
し
て
近
世
末
期
・
近
代
初
期
か
ら
ど
の
よ
う
な
変
化
一
七
と

（
２
）
た
と
え
ば
社
会
増
の
う
ち
で
は
女
性
が
六
二
％
占
め
る
こ
と
な
ど
、

今
後
の
検
討
課
題
は
多
い
。

（
３
）
『
大
阪
府
統
計
書
』
各
年
度
版

（
４
）
以
上
の
積
算
の
根
拠
と
試
算
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
本
籍
戸
数

五
、
六
○
二
戸

②
現
住
戸
数

九
、
七
七
三
戸

③
本
籍
人
口

三
○
、
八
六
八
人

④
現
住
人
口

四
七
、
九
○
九
人

⑤
部
蓮
外
へ
の
転
出

四
、
三
一
一
人

⑥
部
落
外
か
ら
の
流
入

一
八
三
人

⑦
本
籍
・
部
落
内
現
住
人
口
（
Ⅱ
③
ｌ
⑤
）
二
六
、
五
五
七
人

⑧
部
落
間
移
動
人
口
（
Ⅱ
④
Ｉ
⑥
Ｉ
⑦
）
二
｜
、
一
六
九
人

一
｝
ｊ
Ｉ
④
垣

）［｝ 
逗
干
学

［
二
｝
Ｊ
く
一
℃
、

三
｝
｛
｝
ｊ
Ｉ
垣
・
垣
迄
頭

）
つ
つ
ｊ
Ｌ
】
＠
．
＠
℃
、

〕
つ
つ
ｊ
く
単
＠
．
＠
＠
ｍ

］
Ｃ
Ｃ
ｊ
く
瞳
垣
・
唾

淵
』
什
苦
剤
封
渇
貝
域
翻
溢
誌
聖
刊
薄
牟
針

げ
て
き
た
結
果
な
の
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
数
値
と
比
較
で
き
る
よ
う
な
大
阪
府
全
体
も
し
く
は
全
国
的

な
統
計
を
ま
だ
探
し
出
し
て
い
な
い
が
、
一
九
一
七
年
当
時
に
耕
地

所
有
農
家
が
全
国
で
約
四
七
○
万
戸
あ
り
、
か
つ
三
町
以
上
の
耕
地

（
２
）
 

を
も
つ
農
家
が
約
一
二
一
一
万
戸
（
六
・
八
％
）
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
あ

わ
せ
れ
ば
、
部
落
の
非
土
地
所
有
戸
数
の
割
合
が
い
か
に
高
く
、
か

つ
土
地
所
有
規
模
も
零
細
で
あ
っ
た
か
が
推
測
さ
れ
ろ
。

た
し
か
に
部
落
の
土
地
所
有
の
零
細
性
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
差
別

部
落
の
形
成
と
深
く
か
か
わ
り
、
部
落
差
別
の
歴
史
性
に
大
き
く
影

響
さ
れ
て
い
ろ
。
し
か
し
土
地
所
有
の
規
模
だ
け
で
部
落
内
の
階
層

構
成
を
つ
か
ま
え
ら
れ
な
い
の
も
、
当
然
で
あ
る
。
た
と
え
ば
土
地

所
有
は
極
め
て
零
細
で
あ
り
な
が
ら
（
二
段
未
満
）
、
他
の
ど
の
土

地
所
有
者
よ
り
も
大
き
な
資
産
（
二
万
円
以
上
）
を
も
つ
階
層
が
存

在
す
る
。
こ
の
階
層
（
二
○
八
戸
）
の
資
産
の
内
容
は
次
の
通
り

で
、
土
地
よ
り
も
家
屋
（
非
住
宅
・
工
場
な
ど
を
含
む
）
の
比
重
の

力
が
高
く
な
っ
て
い
ろ
。

○
土
地

九
九
八
、
一
九
九
円
（
一
七
・
二
％
）

・
家
屋
一
一
一
、
九
一
一
三
、
一
○
○
円
（
六
七
・
八
％
）

○
動
産

八
七
二
、
○
○
○
円
（
一
五
・
○
％
）

ま
た
こ
の
階
層
は
、
い
ず
れ
も
大
阪
市
内
の
部
落
に
住
ん
で
お

り
、
八
○
％
を
こ
え
ろ
「
無
産
者
」
（
二
、
七
一
一
七
戸
、
八
一
一
一
・
九

％
）
の
な
か
に
そ
び
え
た
っ
て
い
ろ
。
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勿
論
、
（
表
３
）
は
大
阪
の
全
部
落
の
総
計
を
示
し
た
も
の
で
、

各
地
域
ご
と
の
特
徴
を
示
す
に
は
別
の
集
計
の
仕
方
が
必
要
と
な
る

が
、
そ
れ
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

④
生
活
状
態
・
低
級
民
状
態
調

「
部
落
台
帳
』
で
は
、
生
活
状
態
調
の
な
か
で
、
全
戸
数
を
「
中

等
以
上
生
活
者
」
「
普
通
生
活
者
」
「
下
級
生
活
者
」
の
三
つ
の
概

念
で
分
類
し
て
い
ろ
。
生
活
状
態
と
は
、
主
に
収
入
に
よ
る
生
活
水

準
を
示
す
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
「
中
等
以
上
」
「
普
通
」
の

概
念
は
不
明
確
で
、
比
較
的
概
念
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
の
は
「
下

等
生
活
者
」
で
あ
る
。

『
部
落
台
帳
』
に
よ
れ
ば
、
「
下
等
生
活
者
」
の
内
容
は
、
以
下

（
１
）
『
部
落
台
帳
』
で
は
各
地
域
ご
と
に
、
土
地
・
家
屋
・
動
産
の
所
有

の
形
態
別
に
七
通
り
に
わ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
所
有
、
資
産
額
の
総

額
と
戸
数
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
平
均
値
を
出
し
て
集
計
し
た

の
が
（
表
３
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
土
地
所
有
規
模
一

五
’
二
○
段
、
資
産
額
二
万
’
一
一
｜
万
円
の
十
四
戸
に
つ
い
て
は
、
十
四

戸
の
平
均
値
が
こ
こ
に
位
置
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も

二
十
段
以
上
の
土
地
を
も
つ
者
が
い
な
い
こ
と
を
示
す
わ
け
で
は
な

、
、
、

い
。
部
落
の
階
層
分
布
の
近
似
値
を
示
す
も
の
の
運
解
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

（
２
）
安
藤
良
雄
「
近
代
日
本
経
済
史
要
覧
・
第
二
版
』
（
東
大
出
版
会
、

一
九
七
九
年
）
一
四
頁
。

跣
風
解
僻
撰
除
腓
畷
砕
醗
駆
轍
欧
勵
彼
膠
伝
履
齢
ｒ
匠
膨
：
呉
際
腰
卜
際
畷
い
い
；
鱗
僅
２
Ｆ
膨
血
み
ば
優
勝
膨
腱
隊
隣
酌
嚇
慨
ｆ
ｆ
ｆ
ｉ
Ｅ
９
段
仏
礒
Ｆ
ｆ
５
嘱
陽
腺
膨
断
似
疎
Ⅸ
穆
腰
腓
庶
隣
凪
厭
際
阻
剛
陛
腰
慨
駄
厨
魁
座
圃
ｆ
Ｌ
際
Ｆ
１
暖
脛
厩
卜
Ⅲ
艇
僑
Ｉ
拶
伊
匪
恢
漆
陰
陰
げ
隈
伝
匝
供
陸
侭
囚
些

珊
一
肝
郎
党
霊
・
戸
露
加
莞
霊

の
よ
う
な
六
通
り
で
あ
る
。

伽
乞
食
を
な
す
も
の

㈲
乞
食
を
な
さ
ざ
る
も
、
常
に
人
の
恵
与
に
よ
り
生
命
を
保
つ
も

の

○
自
力
に
よ
り
生
活
を
な
す
も
、
充
分
常
食
を
採
り
能
わ
ざ
ろ
も

の

⑪
残
飲
を
以
っ
て
常
食
と
な
す
も
の

回
粥
を
常
食
と
し
、
米
麦
以
外
の
物
資
を
以
っ
て
飢
え
を
凌
ぐ
も

の

ｎ
以
上
の
外
、
異
様
の
食
物
を
採
り
、
飢
え
を
凌
ぐ
、
も
の

こ
の
よ
う
な
「
下
等
生
活
者
」
は
、
大
阪
全
体
の
部
落
戸
数
の
一
一

二
・
二
％
を
占
め
て
い
ろ
（
表
４
）
。

ま
た
「
部
落
台
帳
』
て
は
、
こ
の
「
中
等
」
「
普
通
」
「
下
等
」

の
分
類
と
は
別
に
、
「
低
級
民
状
態
」
と
い
う
調
査
が
あ
る
。
こ
れ

も
「
部
落
台
帳
」
の
記
述
に
即
し
て
概
念
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
九

通
り
に
な
る
。

何
日
収
七
十
銭
以
下
に
し
て
、
家
族
多
数
あ
る
た
め
貧
困
な
ろ
も

の

⑪
日
収
七
十
銭
以
下
に
し
て
、
病
者
あ
る
た
め
貧
困
な
ろ
も
の

何
相
当
収
入
あ
り
と
い
え
ど
も
、
家
族
多
数
な
る
た
め
貧
困
な
ろ

も
の

㈹
相
当
収
入
あ
り
と
い
え
ど
も
、
病
者
あ
る
た
め
貧
困
な
ろ
も
の

（
薄
高
専
叫
入
ベ
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㈲
相
当
収
入
あ
り
と
い
え
ど
も
、
晴
雨
の
関
係
に
よ
り
た
ち
ま
ち

失
業
貧
困
と
な
ろ
も
の

㈹
遊
惰
に
し
て
自
ら
貧
困
な
ろ
も
の

㈲
老
幼
婦
女
に
し
て
、
生
計
の
途
な
く
貧
困
な
ろ
も
の

仙
鰕
寡
孤
独
に
し
て
、
病
気
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
貧
困
な
ろ
も

の

Ⅲ
廃
疾
不
具
に
し
て
生
計
の
途
な
き
も
の

こ
の
「
低
級
民
状
態
」
と
は
、
収
入
以
外
の
諸
要
因
に
よ
る
貧
困

の
状
態
を
示
し
て
お
り
、
救
貧
な
い
し
は
準
救
貧
対
象
層
を
さ
す
と

（
１
）
 

考
え
ら
れ
ろ
。
こ
の
層
は
全
一
戸
数
の
実
に
一
六
・
一
一
％
を
占
め
て
お

り
、
と
く
に
三
島
郡
で
は
一
一
一
九
・
○
％
に
の
ぼ
っ
て
い
ろ
。

被
被
差
別
部
落
の
貧
困
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
は
、
論
争
が

（
２
）
 

あ
る
。
一
ま
た
実
証
的
研
究
は
不
足
し
て
い
ろ
。
近
代
以
降
激
化
し
て

い
る
に
し
て
も
、
ま
た
近
世
以
来
ひ
き
つ
づ
く
に
し
て
も
、
問
題
は

い
わ
ば
貧
困
の
内
容
〃
質
〃
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
貧
困
を
も

た
ら
し
、
再
生
産
し
て
い
っ
た
根
拠
は
何
で
あ
り
、
こ
の
貧
困
は
仕

事
の
う
え
、
・
差
別
意
識
の
う
え
に
ど
の
よ
う
な
作
用
し
て
い
た
の
か

が
、
よ
り
重
要
な
検
討
課
題
と
な
る
。

（
１
）
前
掲
、
八
箇
論
文
、
’
○
九
頁

（
２
）
た
と
え
ば
中
尾
健
次
「
近
世
に
お
け
る
差
別
意
識
の
構
造
」
（
『
部

落
解
放
研
究
』
第
三
十
二
号
）

）
二
つ
一
心
Ｃ
－
，
つ
一
の
つ
一
『
つ
－
，
つ
一
℃
己

一
頭
、
庁
Ｃ

鮒
回

椛
嗣
博
行
蔚
柾
雌

字
一
己

＝ 

／ 
ＯＣ 
￣ 

⑤
教
育

『
部
落
台
帳
』
の
「
教
育
」
の
項
で
は
、
学
歴
と
在
学
者
（
出
席

歩
合
等
を
含
む
）
の
調
査
が
あ
が
っ
て
い
ろ
。

％にすぎない。、
こ
の
う
ち
の
学
歴
の
調
査
は
、
た
と
え
ば
「
尋
常
小
学
校
卒
業
程

、

度
」
（
傍
点
引
用
者
）
と
あ
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
厳
密
な
も
の
で

は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
特
徴
あ
る
数
値
を
示
し
て
い
ろ
（
表
５
）
。

れ
に
よ
れ
ば
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
三
六
、
五
○
六
人
の
う
ち
、
実

こ
に
五
六
・
二
％
（
男
子
の
四
七
・
｜
％
、
女
子
の
六
五
。
八
％
）

は
「
無
学
」
で
あ
り
、
「
尋
常
小
学
校
卒
業
程
度
」
で
も
三
六
・
五

当
面
こ
の
数
値
と
比
較
で
き
る
大
阪
な
い
し
は
全
国
調
査
は
な
い

が
、
あ
る
一
定
の
地
域
に
、
五
割
を
超
え
ろ
「
無
学
」
の
者
が
か
た

ま
っ
て
住
ん
で
い
る
こ
と
は
、
そ
の
地
域
全
体
が
、
ま
た
そ
こ
に
住

む
者
全
体
が
差
別
の
対
象
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で

き
ろ
。
と
く
に
一
八
七
二
年
に
学
制
が
発
布
さ
れ
て
四
十
年
以
上
経

た
時
点
で
な
お
か
つ
こ
の
よ
う
な
実
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
就
業
に

際
し
て
も
決
定
的
に
不
利
な
要
因
と
し
て
作
用
し
て
い
っ
た
。
ま
た

そ
れ
自
体
が
差
別
の
結
果
で
あ
っ
た
多
数
の
「
無
学
」
者
の
存
在

が
、
差
別
観
念
を
助
長
し
て
い
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

在
学
者
に
つ
い
て
は
、
尋
常
小
学
校
在
学
者
の
全
人
口
に
対
す
る

比
は
一
二
・
六
％
、
高
等
小
学
校
在
学
者
の
比
は
同
じ
く
一
・
四
％

と
な
っ
て
い
ろ
。
こ
れ
を
他
と
比
較
す
る
と
、
大
阪
府
の
平
均
は
そ

藁

篝

命
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れ
ぞ
れ
九
・
七
％
、
○
・
八
％
、
全
国
平
均
は
一
三
・
○
％
、
一
・

一
一
一
％
と
な
り
、
部
落
の
数
値
の
ほ
う
が
高
く
な
っ
て
い
ろ
。
こ
の
点

（
１
）
 

に
つ
い
て
は
な
お
検
討
の
余
地
が
一
の
る
。

ま
た
出
席
歩
合
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
歴
然
と
し
た
差
が
み
ら
れ

ろ
。
’
九
一
八
年
当
時
大
阪
府
全
体
の
学
齢
児
童
の
就
学
歩
合
は
九

（
２
）
 

一
ハ
・
九
％
で
）
の
っ
た
が
、
大
阪
の
部
落
の
場
合
、
出
席
歩
合
が
九
○

％
を
こ
え
て
い
る
地
域
は
わ
ず
か
に
一
五
地
域
に
す
ぎ
ず
、
三
○
％

に
満
た
な
い
地
域
さ
え
あ
っ
た
。
こ
れ
で
は
い
か
に
在
学
者
数
が
多

く
て
も
、
実
際
上
は
教
育
の
機
会
均
等
を
奪
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
ほ

か
な
ら
な
か
っ
た
。

（
１
）
た
と
え
ば
尋
常
小
学
校
の
場
合
、
部
落
の
方
が
全
人
口
に
占
め
る
就

学
年
齢
の
比
そ
の
も
の
が
高
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
未
検
討
で
あ

る
。
ま
た
高
等
小
学
校
の
場
合
、
『
部
落
台
帳
』
で
は
か
な
り
補
助
的

な
教
育
機
関
（
青
年
学
校
な
ど
）
に
在
学
す
る
者
が
含
ま
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
二
二
年
五
月
九
月
「
学
齢
児
童
の
就
学
状

況
」
よ
り
。

⑥
差
別
意
識

「
部
落
台
帳
」
の
記
述
そ
の
も
の
が
き
わ
め
て
差
別
的
で
あ
る
こ

と
は
前
に
も
ふ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
当
時
の
部
落
に
た
い
す
ろ

差
別
意
識
を
反
映
し
て
お
り
、
そ
の
特
徴
を
知
る
手
が
か
り
と
な

る
。

①
職
業
分
類
の
分
析
方
法

『
部
落
台
帳
」
に
は
、
地
域
ご
と
に
各
職
種
の
世
帯
数
お
よ
び
そ

の
家
族
数
が
未
整
理
の
ま
ま
記
入
さ
れ
て
い
ろ
。
し
か
も
、
各
職
種

の
就
業
者
数
は
、
一
部
を
除
い
て
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、
職
種
の

中
に
は
「
農
業
」
「
職
工
」
と
き
わ
め
て
一
般
的
に
記
さ
れ
て
い
る

だ
け
の
も
の
が
あ
り
、
そ
の
具
体
的
内
容
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
も

数
多
い
。
さ
ら
に
、
各
職
種
の
収
入
が
明
ら
か
で
な
い
点
は
、
部
落

の
生
活
水
準
を
知
る
上
で
決
定
的
な
弱
点
と
な
っ
て
い
ろ
。

こ
う
し
た
『
部
落
台
帳
」
自
体
の
限
界
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
職
業

調
」
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
大
正
期
大
阪
府
下
の
部
落
の
労
働
・
生

活
構
造
を
知
る
上
で
十
分
な
資
料
と
な
る
だ
ろ
う
。

次
に
職
業
分
類
の
方
法
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
二
通
り
の
分
類
を

行
う
。
一
つ
は
、
一
九
二
○
（
大
正
九
）
か
ら
始
ま
る
国
勢
調
査

と
の
比
較
を
行
う
た
め
、
国
勢
調
査
の
職
業
分
類
方
法
す
な
わ
ち

（
１
）
 

「
産
業
別
の
職
業
分
類
」
一
と
行
う
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
に
の
み
依

る
こ
と
は
、
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
就
業
状
態
が
わ
か
ら
な
い
。
そ

こ
で
さ
ら
に
、
当
時
の
内
務
省
が
実
施
し
た
全
国
部
落
調
査
と
ほ
ぼ

同
様
の
方
法
を
と
っ
た
。
す
な
わ
ち
産
業
ご
と
に
分
類
し
、
さ
ら
に

（
２
）
 

「
力
役
」
「
雑
坐
乗
」
の
項
目
を
も
う
け
て
分
類
し
た
。
こ
の
「
力

四
、
「
部
落
台
帳
」
の
分
析
②
ｌ
「
職
業
調
」

！ そ
の
特
徴
の
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
貧
困
」
に
か
か
わ
る
記
述
が

多
い
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
く
、
「
貧
困
一
一
シ
テ
新
調
ハ
勿
論
古
衣
ヲ

購
求
ス
ル
ノ
資
力
ナ
シ
」
（
衣
服
）
、
「
不
潔
ノ
衣
服
ヲ
着
用
ス
之

ヲ
着
替
フ
ル
一
一
衣
ナ
ク
又
買
求
ム
ル
ノ
資
力
ナ
シ
」
（
同
）
等
々
。

ま
た
「
社
会
と
救
済
』
の
あ
る
論
説
に
は
、
「
同
じ
帝
国
の
臣
民

、
、

、
、

た
る
同
胞
に
対
し
て
、
単
に
因
襲
の
上
か
ら
、
或
は
感
情
の
上
か

ら
、
之
を
疎
外
す
る
な
ど
は
甚
だ
心
得
違
い
の
次
第
で
あ
る
が
、
而

、
、
、
、
、
、
、
、

も
部
（
落
）
民
の
状
能
一
一
と
見
ろ
と
、
理
智
の
上
よ
り
し
て
疎
外
す
る

（
１
）
 

（
こ
）
と
｛
と
余
儀
な
く
さ
れ
る
」
（
傍
点
引
用
者
）
と
、
封
建
的
な

差
別
観
念
（
「
因
襲
」
「
感
情
」
）
が
、
部
落
の
差
別
さ
れ
た
実
態

に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
告
白
し
て
い
ろ
。

こ
の
よ
う
に
同
じ
差
別
観
念
と
い
っ
て
も
、
た
ん
に
封
建
的
な
賎

民
身
分
に
か
か
わ
る
意
識
が
ひ
と
り
歩
き
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
が
必
ず
「
貧
困
」
「
不
潔
」
「
無
学
」
と
い
っ
た
、
資
本
主
義

社
会
の
矛
盾
と
結
び
つ
い
た
差
別
観
念
に
裏
う
ち
さ
れ
、
時
に
は
そ

れ
が
、
主
要
な
内
容
と
さ
え
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ろ
。
こ

れ
で
も
国
民
的
融
合
論
は
、
部
落
差
別
を
「
前
近
代
的
な
経
済
・
社

会
構
造
」
（
馬
原
前
掲
書
）
と
の
関
係
だ
け
で
残
っ
て
き
た
と
い
う

の
だ
ろ
う
か
。

②
職
業
構
成
の
概
観

表
⑥
は
、
部
落
の
世
帯
主
の
産
業
別
の
職
業
構
成
を
郡
市
ご
と
に

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
⑦
は
一
九
一
一
○
年
国
勢
調
査
で
、
各
都
市

ご
と
の
就
業
者
の
職
業
構
成
で
あ
る
。
表
⑦
に
お
い
て
、
全
国
の
職

業
構
成
と
大
阪
府
を
比
較
す
る
と
、
大
阪
府
は
農
業
の
割
合
は
き
わ

め
て
少
な
く
、
他
方
で
工
業
・
商
業
の
割
合
が
大
き
い
。
と
り
わ
け

大
阪
市
、
東
成
郡
、
西
成
郡
は
そ
の
傾
向
が
強
い
。

役
」
「
雑
業
」
に
つ
い
て
、
隅
谷
三
喜
男
氏
は
、
「
家
父
長
制
や
擬

制
的
親
分
子
分
関
係
に
強
く
規
制
さ
れ
、
近
代
的
賃
労
働
関
係
と
は

区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
を
含
ん
で
」
お
り
、
そ
の
識
種
と
し
て
は

「
小
工
業
や
零
細
家
内
工
業
の
労
働
者
、
小
売
商
、
サ
ー
ビ
ス
業
の

（
３
）
 

従
事
者
、
職
人
等
の
手
伝
、
土
建
そ
の
他
の
人
足
、
日
雇
等
々
」
で

あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
「
力
役
」
「
雑
業
」
は
、
不
安
定
な
就

業
形
態
お
よ
び
収
入
も
不
定
期
で
あ
る
よ
う
な
職
種
を
さ
す
。
こ
の

分
類
方
法
は
そ
の
意
味
で
、
「
産
業
別
の
職
業
分
類
」
に
比
べ
、

「
就
業
形
態
を
加
味
し
た
分
類
」
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

ど
の
職
業
が
「
力
役
」
「
雑
業
」
に
入
い
る
か
は
、
あ
る
程
度
主
観

（
４
）
 

的
判
断
に
よ
ら
ざ
る
｛
と
え
な
か
っ
た
。

以
下
、
「
産
業
別
の
職
業
分
類
」
お
よ
び
「
就
業
形
態
を
加
味
し

た
職
業
分
類
」
の
二
方
法
に
よ
っ
て
分
類
、
検
討
し
、
さ
ら
に
各
産

業
ご
と
の
職
業
構
成
に
い
っ
て
も
分
析
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

（
１
）
伊
藤
子
良
「
部
落
改
善
私
語
」
（
『
社
会
と
救
済
』
第
四
巻
第
一
号
、

一
九
二
○
年
四
月
）
六
六
頁
。

蕊
jｊ 
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表
⑥
と
表
⑦
を
比
較
し
て
み
ろ
と
、
大
阪
府
全
体
で
は
、
部
落
の

世
帯
主
の
職
業
構
成
と
、
国
勢
調
査
結
果
と
の
間
に
は
、
農
業
。
工

業
・
商
業
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
の
大
差
は
な
い
。
し
か
し
、
後
で

み
る
よ
う
に
、
各
産
業
の
内
部
構
成
に
は
大
き
な
質
的
相
違
が
あ
る

の
で
あ
っ
て
、
こ
の
分
類
方
法
で
は
、
そ
う
し
た
点
を
無
視
し
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
公
務
自
由
業
・
其
他
ノ
有
業
者
に
つ
い
て
は
、
違
い
は
大

き
い
。
部
落
に
お
い
て
、
公
務
自
由
業
が
少
な
い
の
は
、
官
吏
、
僧

侶
、
医
師
、
教
師
な
ど
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
他

方
、
其
他
ノ
有
業
者
が
多
い
の
は
、
日
傭
業
（
曰
稼
、
手
伝
い
）
が

多
い
こ
と
を
示
し
て
い
ろ
。

部
落
産
業
に
つ
い
て
表
⑥
を
み
ろ
と
、
工
業
に
従
事
す
る
世
帯
主

（
全
体
の
四
三
・
五
％
）
の
う
ち
、
部
落
産
業
関
連
工
業
に
従
事
す

る
者
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
て
い
ろ
（
全
体
の
一
一
一
七
・
三
％
、
工
業

従
事
者
中
の
八
五
・
七
％
）
。
ま
た
商
業
（
全
体
の
一
三
・
一
一
％
）

に
お
い
て
も
、
部
落
産
業
関
連
商
業
は
三
分
の
一
を
占
め
て
い
ろ

（
全
体
の
七
・
二
％
、
商
業
従
事
世
帯
主
の
一
一
一
一
一
・
六
％
）
。

各
産
業
内
部
の
職
業
構
成
に
お
い
て
、
部
落
と
一
般
地
域
と
の
間

に
は
大
き
な
質
的
相
異
が
あ
る
こ
と
は
次
に
み
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
こ
で
は
ま
ず
大
阪
府
下
の
部
落
の
職
業
構
成
が
、
大
阪
府
全
体
の

就
業
構
造
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
問
わ
ね
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
当
時
大
阪
は
日
本
の
工
業
化
の
中
心

と
い
う
こ
と
、
も
う
一
つ
は
第
一
次
大
戦
後
の
戦
後
恐
慌
の
影
響
で

あ
る
。
仮
り
に
後
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
全
国
の
部
落
の
職
業
構
成

は
一
九
一
九
年
と
一
二
年
で
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
の
に
対
し
、
大
阪

府
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
大
阪
府
下
の
部

落
の
職
業
構
成
は
景
気
変
動
に
大
き
く
左
右
さ
れ
た
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
ろ
。
こ
れ
は
大
阪
府
下
の
部
落
の
経
済
生
活
は
資
本
主
義
経
済

に
強
く
包
摂
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
が
、
工
業
就
業
世

帯
数
の
急
激
な
減
少
は
、
部
落
産
業
関
連
工
業
が
き
わ
め
て
弱
小
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ろ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
を

要
す
る
と
い
え
ろ
。

表
⑧
の
大
阪
府
全
体
の
職
業
構
成
と
表
⑨
の
Ａ
（
大
正
八
年
）
を

比
較
す
る
と
表
⑩
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
農
業
、
力
役
、
雑

業
の
世
帯
数
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
工
業
、
商
業
で
は
か
な
り
の

差
が
み
ら
れ
ろ
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
内
務
・

省
調
査
の
調
査
地
域
お
よ
び
職
業
分
類
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
な
け

れ
ば
明
ら
か
に
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

表
⑧
の
各
郡
市
を
農
業
従
事
世
帯
数
で
分
類
す
る
と
、
第
一
グ
ル

ー
プ
（
農
業
従
事
世
帯
数
○
％
）
Ⅱ
大
阪
市
、
第
二
グ
ル
ー
プ
（
同

五
１
一
○
％
）
Ⅱ
東
成
郡
・
西
成
郡
、
第
三
グ
ル
ー
プ
（
同
一
五
’

三
○
％
）
Ⅱ
南
河
内
郡
・
中
河
内
郡
・
北
河
内
郡
・
泉
北
郡
、
第
四

グ
ル
ー
プ
（
同
五
○
％
以
上
）
Ⅱ
三
島
郡
・
豊
能
郡
・
泉
南
郡
の
四

グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
ろ
。

１ 

１ 
１ 

地
で
あ
り
、
部
落
と
い
え
ど
も
工
業
化
の
波
に
の
み
こ
ま
れ
つ
つ
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ろ
。
た
だ
し
、
工
業
化
の
波
に
い
か
に
の
み

こ
ま
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
一
般
地
域
と
は
質
的
な
相
異
が
あ
る
。

次
に
そ
の
点
を
検
討
し
よ
う
。
表
⑧
は
、
「
力
役
」
「
雑
業
」
を

含
め
た
「
就
業
形
態
を
加
味
し
た
職
業
分
類
」
で
あ
る
。
「
力
役
」

に
属
す
る
主
な
職
業
は
、
農
業
で
は
「
農
曰
稼
」
「
農
雑
」
、
工
業

で
は
「
土
方
」
等
、
交
通
業
で
は
「
仲
士
」
「
車
夫
」
、
其
他
ノ
有

業
者
で
は
「
曰
稼
」
「
日
傭
」
「
手
伝
」
等
で
あ
る
。
「
雑
業
」
に

は
、
一
般
工
業
で
は
「
傘
直
」
「
羅
宇
仕
替
」
等
、
部
落
産
業
関
連

工
業
で
は
「
下
駄
直
」
「
靴
直
」
、
商
業
で
は
「
行
商
」
「
古
物
商

・
屑
物
商
」
、
公
務
自
由
業
で
は
「
遊
芸
」
「
完
ト
ノ
者
」
、
其
他

ノ
有
業
者
で
は
「
雑
業
」
「
風
呂
焚
」
等
で
あ
る
。

表
⑨
は
、
「
部
落
台
帳
」
が
作
成
さ
れ
た
ほ
ぼ
同
時
期
の
内
務
省

の
部
落
調
査
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
統
計
で
あ
る
。
表
⑨
に

お
い
て
、
全
国
の
部
落
の
世
帯
主
の
職
業
構
成
に
比
べ
、
大
阪
府
下

の
部
落
で
は
、
農
業
が
少
な
く
、
工
業
・
商
業
の
割
合
が
高
い
。
ま

た
、
力
役
・
雑
業
の
合
計
も
一
○
’
’
八
％
程
度
多
い
。

表
⑨
の
大
阪
府
の
Ａ
（
大
正
八
年
）
と
Ｃ
（
大
正
十
年
）
を
比
べ

ろ
と
、
商
業
・
力
役
・
雑
業
の
戸
数
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
農
業

戸
数
が
五
百
戸
、
工
業
戸
数
が
千
戸
減
少
し
て
い
ろ
。
い
ず
れ
も
内

務
省
調
査
で
あ
る
が
、
こ
の
相
違
の
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
考
え

ら
れ
る
こ
と
は
、
一
つ
は
内
務
省
の
調
査
地
区
数
が
異
な
っ
て
い
た

③
農
業

表
⑪
は
、
農
業
従
事
世
帯
数
の
郡
市
ご
と
の
内
わ
け
で
あ
る
。
職

種
の
と
こ
ろ
に
「
農
業
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
「
部
落
台

帳
』
そ
の
も
の
の
記
述
で
あ
り
、
そ
の
内
容
が
地
主
・
自
作
農
・
小

作
農
・
農
日
稼
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
地
域
に

都
市
近
郊
地
域
で
あ
る
東
成
郡
、
西
成
郡
の
職
業
構
成
は
、
工
業

が
い
ず
れ
も
一
○
％
強
、
力
役
、
雑
業
が
六
五
１
七
○
％
で
あ
る
点

に
お
い
て
も
類
似
し
て
い
ろ
。

農
村
地
域
は
、
第
三
グ
ル
ー
プ
と
第
四
グ
ル
ー
プ
に
一
一
分
で
き
、

そ
の
う
ち
第
四
グ
ル
ー
プ
は
農
業
を
主
た
る
生
業
に
し
て
い
ろ
と
考

え
ら
れ
ろ
。
第
三
グ
ル
ー
プ
の
四
郡
は
農
業
が
い
ず
れ
も
一
一
○
％
前

後
で
あ
り
、
農
業
は
決
し
て
主
要
な
位
置
を
占
め
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
他
の
産
業
の
比
重
が
高
く
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
四
郡
は
力
役

・
雑
業
の
合
計
が
い
ず
れ
も
三
○
％
を
越
え
ろ
（
南
河
内
郡
四
四
・

五
％
、
中
河
内
郡
三
四
・
七
％
、
北
河
内
郡
六
四
・
｜
％
、
泉
北
郡

四
六
・
二
％
）
こ
と
以
外
は
何
ら
共
通
性
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
各
郡
市
は
四
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
ろ
。
し
か

し
、
農
村
地
域
に
つ
い
て
は
冬
郡
ご
と
に
十
分
に
類
型
化
し
う
る
も

の
で
は
決
し
て
な
い
よ
う
だ
。
す
な
わ
ち
、
同
一
郡
内
で
も
各
部
落

ご
と
に
職
業
構
成
は
か
な
り
異
な
る
と
思
わ
れ
ろ
。
こ
の
点
を
も
含

め
、
次
に
各
産
業
ご
と
に
分
析
を
進
め
て
み
ろ
。
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よ
り
「
農
曰
稼
」
に
入
い
る
べ
き
者
が
「
曰
稼
」
と
し
て
分
類
さ
れ

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

こ
う
し
た
調
査
上
の
限
界
を
考
慮
し
つ
つ
、
農
業
を
少
し
た
ち
入

っ
て
分
析
し
て
お
く
。

先
に
、
農
業
従
事
世
帯
数
の
割
合
に
よ
っ
て
各
都
市
を
四
グ
ル
ー

プ
に
分
類
し
た
が
、
そ
の
際
、
同
一
都
内
で
も
地
域
に
よ
っ
て
、
農

業
の
占
め
る
割
合
が
異
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
た
。
図
１
は
、

各
部
落
に
つ
い
て
、
世
帯
主
の
職
業
の
う
ち
農
業
の
占
め
る
割
合
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
か
ら
大
き
く
五
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で

き
ろ
。
第
一
グ
ル
ー
プ
Ⅱ
大
阪
市
（
都
市
型
）
、
第
二
グ
ル
ー
プ
Ⅱ

東
成
郡
・
西
成
郡
（
都
市
近
郊
型
）
、
三
島
郡
以
下
農
村
地
帯
の
七

郡
に
つ
い
て
は
、
第
一
一
一
グ
ル
ー
プ
Ⅱ
農
作
が
六
○
％
以
上
の
地
域
、

第
四
グ
ル
ー
プ
Ⅱ
同
じ
く
一
五
’
五
○
％
の
地
域
、
第
五
グ
ル
ー
プ

Ⅱ
同
じ
く
○
’
一
五
％
の
地
区
に
三
分
で
き
ろ
。

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
農
村
地
帯
と
は
い
え
、
各
地
域
の
職
業
構
成

に
は
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
各
地

城
ご
と
の
職
業
構
成
の
分
析
を
必
要
と
す
る
が
、
そ
れ
は
今
後
の
課

題
に
ゆ
ず
ろ
う
。

農
村
地
帯
に
お
い
て
、
各
地
域
ご
と
に
そ
の
職
業
構
成
が
異
な
っ

て
い
る
こ
と
は
、
近
代
以
前
に
お
い
て
、
部
落
の
社
会
経
済
構
造

は
、
各
地
域
ご
と
に
相
違
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
他
方
、
大

阪
市
、
東
成
郡
、
西
成
郡
に
農
業
従
事
世
帯
数
が
少
な
い
の
は
、
近

｜ 
| 
Ｉ 
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図２地域ごとの履物業に従事する世帯数の割合（大阪府平均26.7％） 代
以
前
に
お
い
て
そ
う
で
あ
っ
た
地
域
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
や
は

り
資
本
主
義
化
の
中
で
農
業
か
ら
放
出
さ
れ
力
役
・
雑
業
層
と
し
て

相
対
的
過
剰
人
口
の
貯
水
池
を
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
ろ
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
力
役
・
雑
業
の
項
で
再
度
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

次
に
、
農
作
の
中
で
小
作
農
、
農
曰
稼
・
農
雑
が
占
め
る
割
合
を

み
て
お
こ
う
。
『
部
落
台
帳
』
て
は
、
農
業
お
よ
び
農
業
兼
業
と
し

て
、
就
業
形
態
を
区
別
し
て
い
な
い
地
域
が
多
い
。
ま
た
、
農
曰
稼

・
農
雑
を
曰
稼
に
一
括
し
て
記
入
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

表
⑫
は
、
自
作
農
、
小
作
農
、
農
曰
稼
、
農
雑
の
区
別
が
明
記
さ
れ

て
い
る
地
域
に
つ
い
て
の
み
、
ま
と
め
た
表
で
あ
る
。
大
阪
府
下
一

四
地
域
の
農
作
戸
数
五
九
八
戸
の
う
ち
農
曰
稼
・
農
雑
は
一
五
一
戸

で
一
一
五
・
三
％
存
在
す
る
。
泉
南
郡
の
一
地
域
（
多
奈
川
）
に
は
、

日
稼
が
四
八
戸
あ
り
、
そ
の
一
部
は
農
曰
稼
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ろ
。
そ
れ
を
考
慮
す
る
と
、
一
一
五
・
三
％
と
い
う
数
字
は
さ
ら
に
多

く
な
る
で
あ
ろ
う
。
自
作
農
、
小
作
農
の
割
合
は
、
二
地
域
で
明
記

さ
れ
て
い
な
い
た
め
把
握
で
き
な
い
。
し
か
し
、
記
入
さ
れ
て
い
る

自
作
農
、
小
作
農
の
比
は
お
よ
そ
一
一
一
対
一
七
と
な
る
。
農
業
七
六
戸

の
内
わ
け
も
ほ
ぼ
同
様
の
比
で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
一
四
地
域
で

は
、
自
作
農
二
・
一
％
、
小
作
農
六
一
一
一
・
四
％
、
そ
し
て
農
曰
稼

・
農
雑
が
一
一
五
・
三
％
と
な
る
。
一
九
一
一
○
年
の
国
勢
調
査
結
果
で

は
農
曰
稼
・
農
雑
の
割
合
は
不
明
な
の
で
、
比
較
は
で
き
な
い
。
し

か
し
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、
農
業
で
は
小
作
農
、
農
曰
稼
・
農
雑
な
ど

０ 1０ ２０ ３０ 4０ 5０ 6０ ７０ 8０ 9０ l00C6） 
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低
所
得
者
層
が
圧
倒
的
に
多
数
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な

い
。と
こ
ろ
で
、
一
一
一
島
郡
新
北
町
は
全
一
一
一
一
一
○
戸
（
う
ち
農
業
戸
数
一

一
一
一
一
戸
）
中
、
植
木
業
四
九
戸
（
一
一
一
・
三
％
）
で
あ
り
、
豊
能
郡

北
ノ
ロ
で
は
全
戸
数
六
五
戸
（
う
ち
農
業
五
四
戸
）
中
、
植
木
業
五

四
一
戸
（
八
三
・
一
％
）
を
占
め
農
作
は
ま
っ
た
く
な
い
。
こ
の
一
一
地

区
は
植
木
業
を
生
業
と
す
る
こ
と
で
生
活
基
盤
の
安
定
を
計
っ
た
と

考
え
ら
れ
ろ
。

④
工
業

表
⑬
は
、
各
都
市
の
部
落
の
工
業
従
事
世
帯
数
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
国
勢
調
査
の
「
産
業
ご
と
の
職
業
分
類
」
に
基
づ

い
て
の
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
就
業
形
態
に
も
注
意
を
は
ら
い
、

業
主
、
職
工
、
職
人
、
力
役
、
雑
業
の
分
類
を
も
示
し
て
お
い
た
。

産
業
ご
と
の
分
類
で
い
く
と
、
大
阪
府
下
の
部
落
の
世
帯
数
の
四

一
一
一
・
五
％
（
四
七
一
一
一
八
戸
）
が
工
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
は
大
阪
府
全
体
の
就
業
者
の
う
ち
の
工
業
就
業
者
の
割
合

（
四
一
・
八
％
）
と
は
ほ
ぼ
同
じ
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
表
⑥
・
表

⑦
参
照
）
。
だ
が
、
部
落
の
場
合
、
就
業
が
不
安
定
で
収
入
も
不
定

期
に
し
か
得
ら
れ
ぬ
、
力
役
、
雑
業
が
か
な
り
含
ま
れ
て
お
り
、
こ

れ
を
除
い
た
工
業
従
事
世
帯
数
は
二
九
六
○
戸
、
全
体
の
一
一
七
・
一

％
と
な
る
（
表
⑧
）
。
し
か
も
叉
、
工
業
の
大
部
分
は
、
い
わ
ゆ
ろ

表
⑯
は
、
就
業
形
態
別
に
、
部
落
産
業
関
連
工
業
の
世
帯
数
を
分

類
し
た
も
の
で
あ
る
。
業
主
の
数
は
ほ
ぼ
こ
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

職
工
、
職
人
、
雑
業
の
数
は
就
業
者
全
員
を
考
慮
す
る
と
二
倍
程
度

に
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
業
主
の
う
ち
で
も
、
自
営
業
よ
り
も
職
工
を
多
数
か
か
え

る
資
本
家
の
存
在
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
ろ
。
た
と
え
ば
、
大
阪
市
の

中
河
内
郡
、
泉
北
郡
）
、
一
一
五
％
前
後
（
南
河
内
郡
）
、
二
○
％
以

下
（
三
島
郡
、
豊
能
郡
、
北
河
内
郡
、
泉
南
郡
）
の
一
一
一
グ
ル
ー
プ
に

分
け
ら
れ
ろ
。
北
河
内
郡
は
こ
の
う
ち
最
も
部
落
産
業
関
連
工
業
の

割
合
が
少
な
く
、
わ
ず
か
六
・
二
％
（
一
一
六
戸
）
に
す
ぎ
な
い
。

表
⑮
は
、
産
業
ご
と
の
世
帯
数
を
さ
ら
に
整
理
し
直
し
た
表
で
あ

る
。
大
阪
府
下
全
体
で
は
、
履
物
業
が
七
一
・
四
％
、
皮
革
業
が
一

八
・
三
％
を
占
め
両
者
を
合
わ
せ
ろ
と
九
○
％
近
く
を
占
め
る
こ
と

に
な
る
。
皮
革
業
は
、
特
定
地
域
へ
の
集
中
が
み
ら
れ
ろ
。
大
阪
市

の
西
浜
町
・
木
津
北
島
町
、
隣
接
す
る
こ
の
二
地
区
に
六
五
一
一
一
世
帯

が
集
中
し
て
い
ろ
。
履
物
工
業
は
、
比
較
的
各
都
市
に
分
散
し
て
い

る
と
は
い
え
、
大
阪
市
、
中
河
内
郡
、
泉
北
郡
の
三
都
市
で
全
体
の

四
分
の
三
（
七
五
・
一
一
一
％
）
を
占
め
て
い
ろ
。
ま
た
、
各
郡
市
ご
と

の
全
世
帯
数
に
占
め
る
履
物
業
の
割
合
は
三
○
％
を
越
え
る
郡
市

は
、
東
成
郡
、
中
河
内
郡
、
泉
北
郡
の
四
郡
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も

こ
れ
ら
の
郡
内
の
各
地
域
に
よ
っ
て
か
な
り
世
帯
数
の
割
合
が
異
な

っ
て
い
ろ
（
図
２
）
。

部
落
産
業
関
連
工
業
に
限
定
さ
れ
て
い
ろ
（
産
業
分
類
で
い
く
と
、

全
戸
数
中
、
一
般
工
業
六
・
一
％
、
部
落
産
業
関
連
工
業
は
一
一
一
七
。

三
％
）
。

表
⑭
は
、
一
般
工
業
に
従
事
し
て
い
る
世
帯
主
六
六
九
人
（
部
落

の
全
世
帯
数
の
六
・
一
％
）
を
就
業
形
態
別
に
分
類
し
た
も
の
で
あ

る
。
力
役
・
雑
業
（
そ
の
主
な
職
種
は
、
土
方
、
鉄
道
工
夫
、
羅
宇

仕
替
、
傘
直
し
）
が
、
半
数
以
上
も
占
め
て
い
ろ
。
ま
た
、
一
般
産

業
に
従
事
す
る
業
主
は
わ
ず
か
二
○
戸
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
職
種

は
、
西
洋
洗
濯
屋
（
大
阪
市
）
土
方
請
負
（
大
阪
市
、
西
成
郡
）
瓦

製
造
（
泉
南
郡
）
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
職
工
も
わ
ず
か
一
八
一
名
で

あ
る
。
し
か
し
、
世
帯
主
以
外
の
就
業
者
に
は
、
世
帯
主
以
上
に
一

般
工
業
へ
の
職
工
と
し
て
の
進
出
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
し
て
い

た
と
思
わ
れ
ろ
。
た
と
え
ば
、
泉
北
郡
南
王
子
村
で
は
織
物
職
工
は
、

世
帯
主
一
○
名
の
外
、
男
子
一
名
女
子
八
名
を
数
え
ろ
。
ま
た
、
泉

南
郡
島
村
で
は
、
職
工
紡
績
は
、
世
帯
主
一
名
の
外
、
男
子
四
八
名

を
数
え
て
い
ろ
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
、
力
役
、
雑
業
的
な
職
種

を
除
い
て
は
、
一
般
産
業
へ
部
落
民
が
進
出
す
る
の
は
き
わ
め
て
困

難
な
状
況
で
あ
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
ま
た
、
各
都
市
に
よ
っ

て
、
そ
の
進
出
の
程
度
も
か
な
り
差
が
大
き
い
。

次
に
部
落
産
業
関
連
工
業
を
み
て
い
こ
う
。
表
⑬
に
お
い
て
わ
か

る
よ
う
に
、
部
落
産
業
と
は
い
え
各
郡
市
に
よ
っ
て
、
か
な
り
相
違

が
あ
る
。
四
○
％
を
越
え
る
都
市
（
大
阪
市
、
東
成
郡
、
西
成
郡
、

⑤
商
業

表
⑰
は
、
商
業
に
つ
い
て
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、

工
業
と
同
じ
よ
う
に
、
一
般
商
業
と
部
落
産
業
関
連
商
業
を
区
別

し
、
行
商
、
古
物
商
、
屑
物
商
は
雑
業
に
入
い
る
も
の
と
し
て
、
明

記
し
て
お
い
た
。

商
業
は
、
大
阪
府
下
全
部
落
の
世
帯
数
の
二
一
一
・
一
一
％
で
あ
る
。

皮
革
業
、
屠
畜
業
、
靴
製
造
業
、
西
成
郡
の
燐
寸
業
、
膠
製
造
業
等

で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
大
阪
市
西
浜
町
・
木
津
北
島
町
の
皮
革
業
、

靴
製
造
業
は
、
就
業
世
帯
数
が
多
く
、
近
代
的
賃
金
労
働
者
の
形
成

を
示
唆
し
て
い
ろ
。

他
方
、
下
駄
職
、
鼻
緒
職
の
雇
用
関
係
は
、
後
で
み
る
商
業
の
下

駄
商
、
鼻
緒
商
と
の
間
で
、
問
屋
制
家
内
工
業
と
し
て
存
在
し
て
い

た
。
全
体
と
し
て
、
部
落
産
業
関
連
工
業
に
お
い
て
は
、
少
数
の
業

種
を
除
く
と
、
大
部
分
の
世
帯
主
は
職
工
、
職
人
、
雑
業
に
三
分
さ

れ
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
工
業
に
お
い
て
は
、
ま
ず
第
一
に
部
落
民
の
一
般

工
業
へ
の
進
出
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。
部
落
内
産
業
関
連
工

業
内
に
お
い
て
は
、
近
代
的
な
資
本
Ⅱ
賃
労
働
関
係
（
皮
革
業
、
靴

製
造
業
等
）
お
よ
び
問
屋
制
家
内
工
業
（
下
駄
製
造
業
等
）
が
存
在

し
、
ま
た
、
下
駄
直
し
等
雑
業
層
は
、
過
剰
人
口
の
貯
水
池
的
役
割

を
任
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

： 
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か
得
ら
れ
な
い
」
職
種
で
あ
る
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
が
隅
谷
氏

は
、
さ
ら
に
「
男
子
を
中
心
と
す
る
場
合
、
と
く
に
大
工
業
地
帯
で

あ
る
京
浜
の
場
合
に
は
、
こ
の
雑
業
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
も
の
は
ほ

（
５
）
 

ぼ
一
一
一
○
％
に
も
達
し
て
い
ろ
」
「
過
剰
人
口
の
貯
水
池
は
農
村
で
｝
の

（
６
）
 

ろ
以
上
に
雑
業
で
｝
の
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
。

部
落
に
お
い
て
も
同
じ
く
、
力
役
、
雑
業
層
は
大
阪
府
下
で
平
均

三
八
。
一
一
％
存
在
し
た
（
表
⑲
）
。
都
市
の
雑
業
層
が
過
剰
人
口
の

貯
水
池
で
あ
っ
た
の
と
同
様
に
、
部
落
も
過
剰
人
口
の
貯
水
池
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
都
市
雑
業
層
は
賃
労
働
者
と
し
て
上

昇
し
う
る
可
能
性
を
常
に
も
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
部
落
内
の
力

役
・
雑
業
層
は
、
差
別
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
可
能
性
は
閉
ざ
さ
れ
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、
流
入
ロ
は
あ
る
が
流
出
ロ
の
な
い
過
剰
人
□
の

貯
水
池
と
し
て
存
在
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い

て
も
、
さ
ら
に
具
体
的
に
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
の
内
わ
け
を
さ
ら
に
み
て
い
く
と
、
食
料
品
販
売
業
全
体
（
食

料
品
販
売
γ
食
料
品
行
商
、
煮
売
業
）
は
七
九
一
一
一
戸
で
、
商
業
の
一
一
一

二
・
七
％
を
占
め
ろ
（
牛
肉
商
、
同
行
商
を
含
め
ろ
と
九
七
八
戸
、

四
○
・
一
一
一
％
）
。
部
落
産
業
関
連
商
業
が
七
九
○
戸
で
一
一
一
一
一
・
六
％
、

次
い
で
、
古
物
・
屑
物
商
お
よ
び
そ
の
行
商
が
、
五
一
一
一
六
戸
で
一
一
二

次
い
で
、
古
物
皇

・
一
％
を
占
め
ろ
。

食
料
品
販
売
は
、
供
給
先
と
し
て
地
域
外
と
地
域
内
の
両
者
が
考

え
ら
れ
ろ
。
部
落
が
部
落
外
の
社
会
か
ら
差
別
さ
れ
、
全
体
と
し
て

生
活
水
準
が
低
か
っ
た
こ
と
は
、
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
と
お
り
で

あ
ろ
う
が
、
こ
の
場
合
、
食
料
は
い
か
に
し
て
需
要
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
か
。
生
活
が
苦
し
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
部
落
内
で
の
仲
間
問
の
協

力
、
助
け
合
い
に
よ
っ
て
生
活
を
や
り
く
り
し
た
で
あ
ろ
う
。
だ

が
、
他
方
で
、
食
品
販
売
業
と
り
わ
け
米
商
等
は
、
食
生
活
の
中
心

と
な
る
米
を
扱
う
が
ゆ
え
に
、
時
に
は
部
落
内
の
貧
し
い
人
た
ち
を

金
銭
上
支
配
す
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
と
り

わ
け
、
農
業
従
事
世
帯
数
が
少
な
く
全
人
口
の
多
い
大
部
落
で
は
、

一
方
で
貧
し
い
部
落
民
の
共
同
体
が
形
成
さ
れ
、
他
方
で
、
一
部
の

食
料
品
販
売
業
者
（
た
と
え
ば
米
商
）
に
よ
る
生
活
支
配
が
形
成
さ

れ
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
視
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検

次
に
部
落
産
業
関
連
商
業
で
あ
る
が
、
特
に
大
阪
市
に
皮
革
商
の

多
い
点
に
お
ど
ろ
か
さ
れ
ろ
。
下
駄
商
等
は
、
下
駄
職
同
様
に
全
て

討
を
要
す
る
。

（
１
）
農
業
、
水
産
業
、
工
業
、
商
業
、
公
務
自
由
業
、
其
他
の
有
業
者
、

無
職
業
の
７
分
類
。
一
九
二
○
年
か
ら
は
じ
ま
る
国
勢
調
査
で
の
職
業

分
類
方
法
に
つ
い
て
は
、
内
閣
統
計
局
『
大
正
九
年
国
勢
調
査
職
業
名

鑑
』
（
昭
和
六
年
）
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
資
料
が
あ
る
。

（
２
）
農
業
、
水
産
業
、
工
業
、
商
業
、
交
通
業
、
公
務
自
由
業
、
力
役
、

雑
業
、
無
職
業
の
９
分
類
。

（
３
）
隅
谷
三
喜
男
『
日
本
の
労
働
問
題
」
（
一
九
六
七
年
、
六
六
頁
）
。

隅
谷
氏
の
場
合
、
「
力
役
」
「
雑
業
」
両
者
を
、
一
括
し
て
広
義
に lJ 

i 

今
回
の
報
告
は
、
ま
だ
中
間
的
な
も
の
で
あ
る
。
今
後
は
さ
ら

に
、
①
や
り
残
し
て
い
る
全
項
目
に
つ
い
て
集
計
を
や
り
き
る
こ

と
、
②
各
項
目
間
の
相
関
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
③
各
地
域
ご
と
、

都
市
ご
と
に
一
定
の
仮
説
（
類
型
化
）
を
た
て
、
総
合
的
な
部
落
像

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
④
各
数
値
と
比
較
で
き
る
よ
う
な
一
般
調

査
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
阪
全
体
の
部
落
像
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
、
⑤
こ
の
調
査
の
後
、
数
年
に
し
て
僚
原
の
火
の
如
く
広

が
っ
た
水
平
運
動
と
の
関
連
も
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
記
）
な
お
、
今
回
『
部
落
台
帳
』
分
析
の
た
め
の
研
究
会
に
参
加
し
た
の

は
朝
治
武
、
・
中
尾
健
次
、
福
原
宏
幸
、
渡
辺
俊
雄
の
四
名
で
あ
る
が
、

こ
の
報
告
は
福
原
、
渡
辺
が
中
心
に
ま
と
め
た
。

の
郡
市
に
分
散
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
単
に
下
駄
販
売
だ
け
で
は
な

く
、
製
造
の
面
に
お
い
て
も
問
屋
制
家
内
工
業
を
と
う
し
て
下
駄
職

人
を
従
属
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ろ
。

商
業
に
つ
い
て
、
検
討
す
べ
き
点
は
さ
ら
に
い
く
つ
か
あ
る
が
、

今
後
の
課
題
と
す
る
。

⑥
公
務
自
由
業

表
⑱
は
、
公
務
自
由
業
の
就
業
世
帯
数
の
内
わ
け
で
あ
る
。
先
に

部
落
の
公
務
自
由
業
の
就
業
世
帯
数
の
割
合
は
、
大
阪
府
全
体
の
割

合
よ
り
も
低
い
こ
と
は
指
摘
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
内
実
を
み
て

い
こ
う
。
大
阪
府
下
の
全
部
落
五
六
地
域
で
、
公
吏
三
名
、
僧
侶
三

八
名
、
医
者
九
名
、
教
師
一
名
、
保
母
長
一
名
に
す
ぎ
な
い
。
僧
侶

は
、
木
津
北
島
町
、
西
浜
町
で
九
名
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
地
域
の
規

模
が
大
き
か
っ
た
こ
と
、
皮
革
業
を
中
心
と
し
て
経
済
力
が
比
較
的

豊
か
で
あ
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
こ
の
西
浜
町
、
木
津
北
島

町
を
除
い
て
も
、
ほ
ぼ
全
部
落
に
寺
が
存
在
し
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
僧
侶
は
二
地
区
に
一
名
の
割
合
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
職
種
の
人
数
が
少
な
い
の
は
、
部
落
は
宗
教
・
医
療
。

教
育
の
面
で
も
差
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

⑦
力
役
、
雑
業

力
役
・
雑
業
は
、
「
就
業
形
態
が
不
安
定
で
収
入
も
不
定
期
に
し

「
雑
業
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
４
）
内
務
省
が
実
施
し
た
都
市
細
民
調
査
（
一
九
一
二
年
、
一
九
一
一
二

年
）
、
全
国
部
落
調
査
で
は
、
「
力
役
」
「
雑
業
」
を
使
っ
て
職
業
分

類
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
分
類
方
法
に
つ
い
て
の
資
料
は
今
の
と

こ
ろ
み
い
出
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
「
力
役
」
「
雑
業
」
を
使
っ
て
、

部
落
の
職
業
分
類
を
行
っ
た
い
く
つ
か
の
研
究
に
お
い
て
も
、
研
究
者

に
よ
り
分
類
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
。

（
５
）
隅
谷
、
前
掲
書
、
六
七
頁
。

（
６
）
同
右
、
七
○
頁
。

五
、
今
後
の
課
題
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職業構成１－産業別分類戸数（％）表６ 大阪府下部落の世帯主の

南河内郡｜中河内郡｜北河内郡｜泉北郡｜泉南郡島

155(26.8） 74(22.5)’262(19.6)’534(51.8） J（Ｚ［ JＩｌ（ＺＩ 

O（0.の 3（0.2） O（0.0） 5（0.5） ’ ､（０.Ｃ ］（ＩＩ－ＵＬ 
Ｆ可

‘｣ 

ｒ
】 ］ 

156(26.9） 658(49.3） 63(15.1） 258(25.0） 、【

151(26.1） 

５（0.9） (`雛::）
26（6.2） 

37（8.9） {]K:(':二）
..(淫 ￣し

肝
」
】
Ｒ
丙
】

、
】
】
【
Ｈ
】 （ 

９
０
 

０
日

５６９（ 

184(31.8） 269(42.3） 177(42.3） 88（8.5） 

{鷺

鄙
茸

瀝
商

閉
弘
１
 (,茎

１７ 

７１ 

Ｈ
）
６
 

2０ 

９６ ｛ 

Ｕ
（
ご【
つ

19（3.3） 6（１．の 9（0.9） 53（4.0） 

0 

19 

０
６
 （： 

0 

53 

r1 

L」

｛ ｛ 

23（1.7） 5（0.9） 1（0.2） 15（1.1） 6（0.6） 

63（4.6） 52（9.0） 76(18.2） 75（5.6） 126(12.2） ｗ
｜
叩

5２ 

０ 

ヨ
目 6７ 

９ 

0 

75 

Ｆ
Ｄ
１
｛
 

Ｒ
）
４
《

３
３
 

｛ （ （ ｛ 

8（1.4） 1（0.2） 0（0.0） 5（0.5） 』 ］ 

579(100)’1,359(100） 418(100)’1,335(100） 1,031(100） １
１
 

内閣統計局『大正９年国勢調査職業名鑑』（1931年）より分類

大阪市 東成郡 西成郡 三島郡 豊能郡

Ｉ農業 2(0.06） 101(12.5） 97(11.3） ４０(62.6） 426(75.1） 

Ⅱ水産業 O（0.0） 2（0.2） O（0.0） O（0.0） 0（0.0） 

m工業 1,976(60.8） 345(42.7） 378(44.2） 167(23.8） 56（9.9） 

｢部落産業関連工業
〔－般工業

1,795(55.2） 

181（5.5） 

268(33.2） 

77（9.5） 

294(34.4） 

84（9.8） 

Ｐ 

い

190(12.8） 

77(lLO） (`;(::二

Ⅳ商業 844(26.0） 274(33.9） 216(25.3） 48（6.8） 33（5.8） 

(菱蕾壽雲霧鬘業
'４８１ 

・３６３

'６ 

，２６８ 

'２０ 

，１９６ １７ ３１ Ｐ■ １２ １２ Ｐ姑

Ｖ交通業 168（5.2） 35（4.3） 33（3.9） 5（0.7） 17（3.0） 

{壽蟇ii裏墨i鬘
３ 

．１６５ 

'２ 

，３３ 

1 
Ｐ 

、３２

Ｏ Ｐ 

－ 

Ｏ ■ 

'0 

，１７ 

Ⅵ公務自由業

Ⅶ其ノ他ノ有業者

日傭業

其他

Ⅷ無職業

70（2.6） 

168（5.2） 

147 

2１ 

21（0.6） 

11（1.4） 

28（3.5） 

2５ 

３ 

12（1.5） 

11（1.3） 

117(13.7） 

117 

０ 

3（0.4） 

8（Ｌ１） 

33（4.7） 

1１ 

２２ 

2（0.3） 

6（1.1） 

29（５.ﾕ） 

2９ 

0 

0（0.0） 

合計 3,249(100） 808 ('00)’ 855 ('00)’ 703(100） 567(100） 
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全国の産業別職業構成表７ (％） １９２０年大阪府及び

大阪市｜東成郡｜西成郡｜三島郡｜豊能郡 向君Z |〈

農業

水産業

[Ｌ８ 

r可

Ｌ｣ ）」脾
「
し ］ 

、
Ⅱ
】ｌＵ 

鉱 業
FT 

L」１２卜 ］ ］ ］ 10 

業工
「可

」

商 業 １９ 

交通 業 孔［

公務自由業

其他ノ有業者

家事使用人
「１

Ｊ ､６ Ｕ ]、ＯＬ ］．(］ 

無職業

j［ 

就業総数 587,316人 94.937 132.572 39.676 28,607 ｌＨＬ 】Ⅱ

※堺市は含まれていない。

『大正９年国勢調査報告書』より作成

麹

0.8 ３．３ 0.4 ２．２ 

０．１ 0.2 0.25 １．８ 

35.0 45.1 41.８ 1９．５ 

11.1 1１．２ 24.5 1２．１ 

2.4 3.5 ６．９ 3.8 

５．２ 1１．３ 6.5 ４．３ 

1.8 1.7 １．６ 1.8 

0.14 0．０７ 0.1 ０．０９ 

3.3 2.8 ２．９ ３．２ 3.8 ２．１ 

100 100 100 100 100 100 

49,122 41,603 49,350 66,443 1,170,281 27,089千人

南河内郡|中河内郡|北河内郡|泉北郡(※)|泉南郡|’
31.9 

００３ 

0.13 

23.8 

1０．６ 

￣ 

２．６ 

■■■■■■■■I■■■■■■■■■■■■■■■ 

42.7 54.3 40.5 28.1 

大阪府

1４．１ 

全国

5２．２ 
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Ⅱ－就業形態を加味した分類戸数（％）大阪府下部落の世帯主の職業構成表８

Ｉ 
丙憲 内宕

損
便
』
ん
ａ

巳

5［ 0６ 

『
】

ｒ１ 

Ｌ」

ｒ
】

0 

胆
一
一
Ｃ

０ 

１
Ｊ
 

)0 

ｎ
Ｊ
 Ⅱ 

4U 

SO 

Ｈ
】
６

ｍ
Ｕ
（
肘

目
〕
』
う

Ｄｕ 

ｎ 
Ｊ 

１
Ｊ
 50］ 

681 

62（ 

１
】
ソ
【
【
』

冊
豈

｢q 

L｣ 

］ 

『
－
】 [］ 」

「’
Ｌ」］ 】

「
Ｊ

ｒ
 

１
Ｊ
 

ｒｌ 

Ｍ ］ 

「１

Ｌ」

可
‐
】

【
】

０ ］ 

「１

Ｊ 

１
Ｊ
 】【

１
Ｊ
 

｢1 

L」

『
】

ｎ
Ｊ
 

虻
一
一
ｍ

１６ 

ｗ
’
｜
卯

49(100)’８０８(100)’８５５(100)’７０３(100)Ｉ５６７(10(」 Ｕ 
「１

Ｊ 

仕、車夫、其他の有業者からは日稼などがはいる。

商、屑物商、公務自由業からは遊芸など、雑業からは雑業、風呂焚などが

力役には、農業からは農日稼、農雑、工業からは土方など、交通業からは仲

雑業には、工業からは羅宇仕替、傘直、下駄直など、商業からは行商、古物

はいる。

１
１
 

１
２
 

１
Ｉ
 

南河内郡 中河内郡 北河内郡 泉北郡 泉南郡 大阪府

155(26.8） 279(20.5） 94(22.5） 220(16.5） 533(51.7） 2,238(20.5） 

O（Ｏ） O（0.0） O（0.0） 3（0.2） 5（0.5） 10（0.09） 

78(13.5） 497(36.6） 13（3.1） 400(30.0） 210(20.4） 3,041(27.9） 

7５ 

３ 

490 

７ 

1３ 

０ 

340 

6０ 

161 

4９ 

2,724 

317 

82(14.2） 75（5.5） 41（9.8） 90（6.7） 67（6.5） 1,301(11.9） 

(二 (!： (釜
７ 

8３ {;Ｉ (::； 

0（0.0） O（0.0） O（0.0） 0（0.0） 6（0.6） 12（Ｏユ1）

5（0.9） 23（1.7） 1（0.2） 14（1.O） 6（0.6） 152（Ｍ） 

72(12.4） 27（6.4） 110(26.3） 95（７ユ） 122(11.8） 1,379(12.6） 

）(433） )（ 34.6） )（ 64.1） )(４ 5.5） )(’ 9.3） )(３ 7.4） 

179(30.9） 383(28.2） 158(37.8） 513(38.4） 77（7.5） 2,704(24.8） 

８（Ｍ） １５（1.1） 1（0.2） O（0.0） 5（0.5） 67（0.6） 

579(100） 1,359(100） 418(100） 1,335(100） 1,031(100） 10,904(100） 

大阪市 東成郡 西成郡 三島郡

Ｉ農業 2(0.06） 69（8.5） 60（7.0） 400(56.9） 

]Ｉ水産業 0（0.0） 2（0.2） 0（０．の 0（0.0） 
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129(18.3） 

(26.の
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表１７商業における 世帯主の職業構成

西成郡|三島郡｜豊能郡|南河内郡|中河内郡|北河内郡|泉北郡｜泉南郡Ｉ大阪府ﾆロ〆員
』言

－１１－ 

二Jそ1÷÷＝|姜
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】

Ⅱ ＝Ｉ 

釦
一
卯

「
』

0 

弓

（一般商業）

中分類 職種就業形態

物品販売業

食料品販売

食料品行商、菓子販売等（雑業）

煮売業（雑業）

日用雑貨等販売

古物・屑物商、行商（雑業）

金融保険業 質屋

その他の商業 宿屋、料理屋、理髪、湯屋ｅｔｃ

(合計）

全 Ｐ 数に占める割合

大阪市
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2５ 

3２ 

6０ 

5５ 

1３ 

7２ 

363 

(11.2） 

東成郡
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４ 
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1２ 
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(33.2） 

（部落産業関連商業）
物品販売業

牛肉商

牛肉行商（雑業）

皮革商、爪角商、獣毛商

太鼓商、膠商、肪胱商等

下駄商、鼻緒商、靴商

牛馬商

(合計）

全 Ｐ 数に占める割合

3６ 
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3３ 

3５ 

２ 

481 

(14.8） 
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